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2.  地域銀行の定義と経営環境の変化 
 






















                                                  








































                                                  
3  金融異業種の複合体であるため、金融コングロマリットとも呼ばれる。 



































6  金融再生法や早期健全化法で定められた措置の多くは、2001 年 3 月末までの臨時の措置











































































3.  地域銀行の業態分析 
 








































































                                                  




































                                                  


































                                                  















































を示したものである。都市銀行の場合、 「その他法人」 （一般企業など）の比率が 39.4％か
ら 22.9％へ下がる一方、 「外国法人等」の比率が 10.5％から 26.1％へと大きく上昇してお
り、株式の持ち合い解消の受け皿がもっぱら外国人投資家であったことを窺わせる。地銀
上位行の場合も同様で、 「その他法人」 （一般企業など）の比率が 25.4％から 20.1％へ、 「金


























                                                  
19  この時期に合併した銀行（合併行・被合併行） 、あるいは金融持株会社の一員となった銀
行はサンプルから除外している。 
20  パネル分析の詳細については、たとえば Wooldridge[2002]を参照。  15
具体的な推計式として、以下の（１）式を用いる。 
 
t i i t i t i t i t i t i u NPL BIS ROA Asset Value Market , , 4 , 3 , 2 , 1 0 , ) log( ) _ log( ε β β β β α + + + + + + =  （1）  
 





ては、観察不可能な各行独自の個別効果（ i u ）を非確率変数として推計する固定効果推定




効果はランダムである」 と考えていることを意味する。 （１） 式における個別効果 （ i u ）を 、
たとえば、 「ROA や自己資本比率は高く、不良債権比率が低い銀行については大きく、逆の
銀行については小さくなるような、時間を通じて一定の観察不可能な要素」と考えるので
あれば、固定効果推定を行うべきである。一方、個別効果（ i u ）を「ROA や自己資本比率、
不良債権比率とは無関係で、時間を通じてランダムに変化するような観察不可能な要素」
と考えるのであれば、変量効果推定を行うべきである。株式時価総額に影響を与える個別






















































はそのうち１２個の指標を用い、 これらの情報を集約した。 用いる変数は、 「総資産規模 （+） 」
「自己資本比率（+） 」 「不良債権比率（－） 」 「総資産利益率（+） 」 「総資金利鞘（+） 」 「預金
経費率（－） 」 「営業経費/業務粗利益比率（－） 」 「インタレストカバレッジレシオ（+） 」 「有


















は、 「 （税引き前当期損益+資金調達費用）/資金調達費用」を用いている。 
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表 1   地域銀行の数（行） 
  １９９０年度末  ９５年度末  ２０００年度末  ０４年度末 
地方銀行  ６４  ６４  ６４  ６４ 
第二地方銀行  ６８  ６５  ５７  ４８ 


















図 1   TOPIX 銀行業株価指数 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 3  業態別平均預金残高（第一分位） 
（注）  1.   ：都市銀行、  ：地方銀行、  ：第二地方銀行、  ：信用金庫 
 2.  値は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高。 
 3.  *印は非上場もしくは金融持株会社の一員であることを示す。 
（出所）全国銀行協会『財務諸表分析』 、全国信用金庫協会『全国信用金庫財務諸表分析』 
（注）  1.   ：都市銀行、  ：地方銀行、  ：第二地方銀行、  ：信用金庫 
 2.  値は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高。 
 3.  *印は非上場もしくは金融持株会社の一員であることを示す。 
（出所）全国銀行協会『財務諸表分析』 、全国信用金庫協会『全国信用金庫財務諸表分析』 






































































































































































































































































































































































































図 5   業態別平均預金残高（第三分位） 
（注）  1.   ：都市銀行、  ：地方銀行、  ：第二地方銀行、  ：信用金庫 
 2.  値は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高。 
 3.  *印は非上場もしくは金融持株会社の一員であることを示す。 
（出所）全国銀行協会『財務諸表分析』 、全国信用金庫協会『全国信用金庫財務諸表分析』 
（注）  1.   ：都市銀行、  ：地方銀行、  ：第二地方銀行、  ：信用金庫 
 2.  値は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高。 
 3.  *印は非上場もしくは金融持株会社の一員であることを示す。 
（出所）全国銀行協会『財務諸表分析』 、全国信用金庫協会『全国信用金庫財務諸表分析』 
































図 7   業態別、規模分位別の自己資本比率 
図 8   業態別、規模分位別の不良債権比率 
（注）  1.   ：都市銀行、  ：第一分位に属する地域銀行、  ：第二分位に属する地域銀行、 
  ：第三分位に属する地域銀行：  ：第四分位に属する地域銀行、  ：信用金庫 
 2.  値は、国際基準もしくは国内基準に基づく平均値。 
 3.  都市銀行は東京三菱銀行および三井住友銀行の平均値。 
 4.  信用金庫は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高上位 25 金庫の平均値。 
（出所）全国銀行協会『財務諸表分析』 、全国信用金庫協会『全国信用金庫財務諸表分析』 
（注）  1.   ：都市銀行、  ：第一分位に属する地域銀行、  ：第二分位に属する地域銀行、 
  ：第三分位に属する地域銀行：  ：第四分位に属する地域銀行、  ：信用金庫 
 2.  不良債権額はリスク管理債権額を使用。 
 3.  都市銀行は東京三菱銀行および三井住友銀行の平均値。 
 4.  信用金庫は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高上位 25 金庫の平均値。 





























2000/3期 2001/3期 2002/3期 2003/3期 2004/3期 2005/3期




図 9  業態別、規模分位別の ROA 
（注）  1.   ：都市銀行、  ：第一分位に属する地域銀行、  ：第二分位に属する地域銀行、 
  ：第三分位に属する地域銀行：  ：第四分位に属する地域銀行、  ：信用金庫 
 2.  値は、 「業務純益／総資産」 。 
 3.  都市銀行は東京三菱銀行および三井住友銀行の平均値。 
 4.  信用金庫は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高上位 25 金庫の平均値。 
（出所）全国銀行協会『財務諸表分析』 、全国信用金庫協会『全国信用金庫財務諸表分析』 
図 10  業態別、規模分位別の地方公共団体向貸出比率 
（注）  1.  値は「地方公共団体向貸出額／総貸出額」 
 2.  都市銀行は東京三菱銀行および三井住友銀行の平均値。 
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図 11  業態別、規模分位別の地方債保有比率 
図 12  地域銀行の規模分位別県内向貸出比率 
（注）  1.  値は、 「県内向け貸出額／総貸出額」 
（出所） 『金融ジャーナル増刊号』 、全国銀行協会『全国銀行財務諸表分析』 
 
（注）  1.  値は「地方債保有額／有価証券保有額」 。 
 2.  都市銀行は東京三菱銀行および三井住友銀行の平均値。 
 3.  信用金庫は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高上位 25 金庫の平均値。 
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図 13  地域銀行の規模分位別県内預金比率 
（注）  1.  値は、 「県内預金額／総預金額」 
（出所） 『金融ジャーナル増刊号』 、全国銀行協会『全国銀行財務諸表分析』 
 
図 14  業態別、規模分位別の直接償却比率 
（注）  1.   ：都市銀行、  ：第一分位に属する地域銀行、  ：第二分位に属する地域銀行、 
  ：第三分位に属する地域銀行：  ：第四分位に属する地域銀行、  ：信用金庫 
 2.  直接償却比率は、 「t 期の貸出金償却／t-1 期の不良債権残高」 。 
 3.  都市銀行は東京三菱銀行および三井住友銀行の平均値。 
 4.  信用金庫は、2000/3 期から 2005/3 期までの平均預金残高上位 25 金庫の平均値。 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 15  投資家別持ち株比率（都市銀行） 
図 16  投資家別持ち株比率（平均預金残高上位 10 行） 
（注） 北陸銀行と北洋銀行のデータが入手不可能であったため、値は、両行を除く平均預金残高
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第1主成分 3.1677 0.2640 0.2640
第2主成分 2.3303 0.1942 0.4582
第3主成分 1.3534 0.1128 0.5710
第4主成分 1.0712 0.0893 0.6602
第5主成分 1.0125 0.0844 0.7446
第6主成分 0.7841 0.0653 0.8099
第7主成分 0.6317 0.0526 0.8626
第8主成分 0.5644 0.0470 0.9096
第9主成分 0.4355 0.0363 0.9459
第10主成分 0.3461 0.0288 0.9747
第11主成分 0.1972 0.0164 0.9912




変数 第1主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分 第5主成分
総資産（対数値） （+） 0.4651 -0.0724 0.2471 -0.0809 -0.1322
自己資本比率 （+） 0.3882 -0.2941 -0.0077 -0.0656 -0.0050
不良債権比率 （-） -0.2362 0.3428 0.1956 -0.0297 0.1118
総資産利益率 （+） 0.2062 0.4372 -0.3303 0.0290 0.1388
総資金利鞘 （+） 0.1422 0.5416 -0.1522 0.8675 0.1125
預金経費率 （-） -0.4885 -0.0096 -0.1762 -0.1703 0.1560
営業経費/業務粗利益比率 （-） -0.4301 -0.3675 0.0251 -0.1106 0.1938
インタレストカバレッジレシオ （+） 0.0132 0.0177 0.1984 -0.1032 0.0518
有証含み益/株主資本比率 （+） 0.2949 -0.2859 -0.0490 -0.0181 -0.0569
クレジットコスト （-） 0.0008 -0.0394 0.5190 0.0566 0.5592
直接償却比率 （+） -0.0268 0.2143 0.3335 -0.4086 0.0132

















10 常陽銀行 2.246632  
表 9   地域銀行の経営パフォーマンスに関する主成分分析 
表 10  各主成分と変数間の相関 
（注）   1. インタレストカバレッジレシオ＝（税引き前当期利益+資金調達費用）／資金調達費用 
 2.  クレジットコスト＝与信関連費用／貸出金 
（出所）全国銀行協会『全国銀行財務諸表分析』 、日経 Needs、 『金融ジャーナル』 
 
（注）   1. 利用変数については、表 10 を参照。 
 
表 11  第一主成分による主成分得点（平均値）の順位  41
 
(a)　 地域銀行全体
y = 0.3424x - 0.6037















y = 0.0315x + 0.1439















y = -0.5187x - 2.2845
















図 19  外国人持ち株比率と第一主成分得点の相関 
（注）   1. 外国人持株比率（横軸）は t-1 期の値、主成分得点（縦軸）は t 期の値。 
 2.  *は 5％水準、**は 1％水準で有意であることを示す。 
 
(b) 　第一分位に属する地域銀行
y = 0.1614x + 1.0617














y = 0.1069x - 0.7415














y = 0.0436x - 0.0042















y = -0.0048x + 0.203















y = 0.0812x - 2.4646















図 20  預金変化率と第一主成分得点の相関 
（注）   1. 預金変化率（横軸）は t-1 期の値、主成分得点（縦軸）は t 期の値。 
 2.  *は 5％水準、**は 1％水準で有意であることを示す。 
(b) 　第一分位に属する地域銀行
y = 0.0439x + 1.6425














y = 0.0245x - 0.6889












地域銀行一覧                                   ２００５年１２月末現在
都道府県  全国地方銀行協会加盟行  第二地方銀行協会加盟行 
北海道  北海道銀行  北洋銀行、札幌銀行 
青森県  青森銀行、みちのく銀行   
秋田県  秋田銀行、北都銀行   
山形県  荘内銀行、山形銀行  山形しあわせ銀行、殖産銀行 
岩手県  岩手銀行、東北銀行  北日本銀行 
宮城県  七十七銀行  仙台銀行 
福島県  東邦銀行  福島銀行、大東銀行 
群馬県  群馬銀行  東和銀行 
栃木県  足利銀行  栃木銀行 
茨城県  常陽銀行、関東つくば銀行  茨城銀行 
埼玉県  武蔵野銀行   
千葉県  千葉銀行、千葉興業銀行  京葉銀行 
東京都  東京都民銀行 
東日本銀行、東京スター銀行、   
八千代銀行 
神奈川県  横浜銀行  神奈川銀行 
新潟県  第四銀行、北越銀行  大光銀行 
山梨県  山梨中央銀行     
長野県  八十二銀行  長野銀行 
静岡県  静岡銀行、スルガ銀行、清水銀行  静岡中央銀行 
岐阜県  大垣共立銀行、十六銀行  岐阜銀行 
愛知県      愛知銀行、名古屋銀行、中京銀行 
三重県  三重銀行、百五銀行  第三銀行 
富山県  北陸銀行、富山銀行  富山第一銀行 
石川県  北國銀行   
福井県  福井銀行  福邦銀行 
滋賀県  滋賀銀行  びわこ銀行  44
京都府  京都銀行     
大阪府  近畿大阪銀行、泉州銀行、池田銀行  関西アーバン銀行、大正銀行 
奈良県  南都銀行  奈良銀行 
和歌山県  紀陽銀行  和歌山銀行 
兵庫県  但馬銀行  みなと銀行 
鳥取県  鳥取銀行   
島根県  山陰合同銀行  島根銀行 
岡山県  中国銀行  トマト銀行 
広島県  広島銀行  もみじ銀行 
山口県  山口銀行  西京銀行 
徳島県  阿波銀行  徳島銀行 
香川県  百十四銀行  香川銀行 
愛媛県  伊予銀行  愛媛銀行 










熊本県  肥後銀行  熊本ファミリー銀行 
大分県  大分銀行  豊和銀行 
宮崎県  宮崎銀行  宮崎太陽銀行 
鹿児島県  鹿児島銀行、  南日本銀行 
沖縄県  琉球銀行、沖縄銀行  沖縄海邦銀行 
 
 